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広
報
こ
う
づ

〈
特
集
〉

「「
広
報
こ
う
づ

広
報
こ
う
づ
」」のの
変
遷
変
遷

　

毎
月
発
行
し
て
い
る「
広
報
こ

う
づ
」で
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
つ

頃
か
ら
発
行
し
て
い
る
か
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
広
報
こ
う
づ
の
表

紙
に
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
勘
の
良
い
方
は
だ
い
た
い

何
年
ご
ろ
な
の
か
分
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
月
号
は
村
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た「
広
報
こ
う
づ
」の
変
遷
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
第
１
号
」

　
「
広
報
こ
う
づ
」は
今
か
ら
44
年

前
の
昭
和
52
年
11
月
５
日
に
第
１

号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
５
サ

イ
ズ
の
両
面
で
右
綴
じ
の
新
聞
タ

イ
プ（
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
）で
し
た
。

当
時
は
年
６
回（
４
ｐペ

ー
ジ

３
回
・
６

ｐペ
ー
ジ３

回
）、
奇
数
月
に
発
行
さ
れ
て

お
り
、
記
念
す
べ
き
第
１
号
は
表

紙
に
敬
老
会
の
写
真
と
松ま

つ
も
と本

一は
じ
め

村

長（
第
８
代
村
長
）の
発
行
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
文
を
掲
載
し
ま
し

た
。
記
事
の
内
容
は
主
に
行
政
運

営
に
関
す
る
事（
各
課
）や
、
そ
の

他
事
業
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行

事
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
で
し
た
。

現
在
の
広
報
誌
と
比
べ
る
と
サ
イ

ズ
が
関
係
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
文
字
が
小
さ
く
、
少
し

見
に
く
い
紙
面
で
し
た
。
そ
れ
で

も
当
時
は
自
主
放
送
と
並
び
、
村

議
会
の
議
決
事
項
と
い
っ
た
行
政

の
情
報
発
信
の
役
目
を
広
く
担
っ

て
い
ま
し
た
。

レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

　
初
版
か
ら
16
年
後
、
平
成
５
年

９
月
号
で
タ
イ
ト
ル
を
一
新
し
ま

し
た
。
村
章
を
追
加
し
、
こ
れ
ま

で
の
丸
み
の
あ
る
字
体
か
ら
ポ
ッ

プ
な
印
象
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

９
年
５
月
号
か
ら
は
タ
イ
ト
ル
が

馴
染
み
の
あ
る
行
書
体
と
な
り
ま

し
た
。
よ
り
見
や
す
い
広
報
誌
を

目
指
し
、
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
か
ら
２

色
印
刷
を
経
て
、
平
成
22
年
５
月

に
は
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
広
報
誌

に
な
り
ま
し
た
。

身
近
な
広
報
誌
に

　
平
成
６
年
度
に
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

で
毎
月
の
発
行
と
な
り
、
多
く
の

情
報
を
掲
載
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
平
成
９

年
９
月
号
か
ら「
四
季
の
う
た
」の

連
載
を
開
始
し
、
発
信
す
る
だ
け

で
な
く
村
民
が
参
加
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
が
で
き
、
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
広
報
誌
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は「
み
ん
な
の
広
場
」の
中
で「
今

月
の
一
押
し
！
」と
共
に
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
４
１
８
回
目
を
迎
え

た「
広
報
こ
う
づ
」で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ず
様
々
な
行
事
や

暮
ら
し
・
健
康
な
ど
の
情
報
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
村

民
に
一
番
身
近
な
情
報
誌
に
な
る

よ
う
に
、“
平
等
で
均
質
な
情
報
”

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
、
神
津
島
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
、
行
事
は
ほ
と
ん
ど
が
延
期
も

し
く
は
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
P2
・
P3
に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
月
は
、

掲
載
で
き
る
記
事
が
な
い
た
め
別

の
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広報こうづ第１号 表紙

平
成
14
年
５
月
号
よ
り（
２
色
印
刷
）

平
成
９
年
９
月
号
よ
り
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
国
民
健
康
保
険　
保
険
証

更
新
の
お
知
ら
せ
』

　
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
け
る
保
険
証
を
、
９
月

中
旬
ご
ろ
に
、
世
帯
主
様
宛
に
簡

易
書
留
で
発
送
い
た
し
ま
す
。
９

月
末
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合

は
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
不
在
の
際
は
不
在
票
が

投
函
さ
れ
ま
す
が
、
郵
便
局
で
の

保
管
期
間（
１
週
間
）を
過
ぎ
る
と

福
祉
課
窓
口
で
の
受
け
取
り
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先
：

　
　
福
祉
課
国
保
担
当

　
☎
８
ー
０
０
１
１

『
マ
ル
乳
・
マ
ル
子
医
療
証

現
況
届
の
お
知
ら
せ
』

　

９
月
は
現
況
届
の
提
出
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
児
童
が
い

る
世
帯
に
は
現
況
届
を
送
付
し
ま

す
の
で
、案
内
を
確
認
の
上
、記
入・

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
◆

　
９
月
１
日

（水）
～
10
日

（金）

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

◆
受
付
時
間
◆

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
お
問
合
せ
◆

　
村
役
場
福
祉
課　
担
当 

五
十
嵐

　
☎
８
ー
０
０
１
１

『
２
０
２
１
年
度
赤
十
字
会
員

増
強
運
動
結
果
に
つ
い
て
』

　
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
神
津
島
村
地
区
の
２
０
２
１
年

度
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
の
総
額

が
２
８
５
，２
６
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
皆
様
か
ら
の
温
か
い
善
意
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

『
安
定
型
最
終
処
分
場
を

ご
存
じ
で
す
か
？
』

　
こ
れ
ま
で
本
村
の
廃
棄
物
処
分

場
の
事
を「
最
終
処
分
場
」と
呼
ん

で
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
か
ら

は「
安
定
型
最
終
処
分
場
」に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
安
定
型
と
い
う

言
葉
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
安

定
型
と
は
、
ゴ
ミ
の
中
で
も
将
来

に
渡
っ
て
形
を
変
え
る
こ
と
の
無

い
物
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
に
は

安
定
品
目
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
該

当
し
ま
す
。

〈
安
定
品
目
と
は
？
〉

　
安
定
品
目
と
は
次
の
物
で
す
。

　
１
．廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
２
．ゴ
ム
く
ず

　
３
．金
属
く
ず

　
４
．ガ
ラ
ス
く
ず

　
５
．陶
磁
器
く
ず

　
６
．が
れ
き
類

　
こ
の
６
種
類
の
物
が
安
定
品
目

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
れ
も「
く
ず
」と
い
う

表
記
が
あ
る
よ
う
に
、
原
形
を
と

ど
め
て
い
る
電
化
製
品
や
そ
の
他

の
製
品
は
本
来
、
本
村
の
安
定
型

最
終
処
分
場
に
捨
て
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
物
は
、
本

村
の
破
砕
処
理
場
で
分
解
処
理
し

た
り
、
廃
家
電
と
し
て
島
外
処
理

業
者
に
引
き
渡
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
を
伴
っ
て
発
生
し

た
廃
棄
物
は
安
定
品
目
で
あ
っ
て

も
、
本
村
の
安
定
型
最
終
処
分
場

に
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
各
事
業
者
は
島
外
の
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
へ
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
者
か
ら
発

生
す
る
廃
棄
物
で
、
本
村
で
処
理

で
き
る
物
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
や
空

き
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ

け
で
す
。
誤
解
の
無
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
で
も
安
定
品
目
以
外
の
ゴ
ミ

が
処
分
場
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
キ
レ
イ
な
島
を
み
ん
な
で
維
持

し
て
い
く
た
め
、ゴ
ミ
処
理
の
ル
ー

ル
を
村
民
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ

う
。

◆
お
問
合
せ

　
村
役
場
環
境
衛
生
課

　
☎
８
ー
０
０
１
１

『
令
和
３
年
度
下
半
期

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」』

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住

さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
て
、
弁
護

士
の
法
律
相
談（
電
話
相
談
）を
実

施
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

【
相
談
日
】月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は

お
休
み
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
が
、
相
談
中

の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実

で
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日
・

年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
相
談
・
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

東
京
都
生
活
文
化
局 

都
民
の
声
課

　
☎
０
３（
５
３
８
８
）２
２
４
５

令和３年度　下半期　島しょ法律相談日　カレンダー

※斜線の日程（祝日・年末年始）は、相談はお休みです。

令和 3年	 令和 4年
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金
1 1 5 1 3 5 7 2 4 2 4

4 6 8 8 10 12 6 8 10 12 14 7 9 7 9 11
11 13 15 15 17 19 13 15 17 17 19 21 14 16 18 14 16 18
18 20 22 22 24 26 20 22 24 24 26 28 21 25 23 25
25 27 29 29 27 31 28 28 30

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き

る「
島
し
ょ
法
律
相
談
」の

ご
案
内
で
す
。

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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『
令
和
３
年
度
東
京
都

島
し
ょ
町
村
職
員
合
同

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
』

　
東
京
都
島
し
ょ
町
村
職
員
の
合

同
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
試

験
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〈
試
験
日
〉

一
次
試
験
：

　
令
和
３
年
10
月
23
日

（土）

二
次
試
験
：

　
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知

〈
試
験
方
法
〉

一
次
試
験
：

筆
記
試
験（
高
校
卒
業
程
度
以

上
の
一
般
知
識
に
関
す
る
試
験
）

二
次
試
験
：

口
述
試
験
等（
募
集
団
体
・
職

種
に
よ
り
異
な
る
）

〈
募
集
団
体
及
び
職
種
〉

大
島
町（
事
務
職
・
技
術
職
・

消
防
職
）新
島
村（
事
務
職
）神

津
島
村（
栄
養
職
）三
宅
村（
事

務
職
・
保
育
職
・
看
護
職
）八

丈
町（
事
務
職
・
消
防
職
）青
ヶ

島
村（
事
務
職
・
調
理
員
）東
京

都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合（
技

術
職
）

〈
募
集
期
間
〉

令
和
３
年
９
月
６
日

（月）
～

令
和
３
年
10
月
８
日

（金）

〈
応
募
方
法
〉

　
応
募
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
募
集
期
間
内
に
試
験

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
、

問
合
わ
せ
先
記
載
の
HP
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
の
他
、
募
集
団
体

窓
口
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

　

試
験
受
験
に
当
た
っ
て
は
、

募
集
要
領
を
よ
く
お
読
み
い
た

だ
き
、
受
験
す
る
団
体
及
び
職

種
の
受
験
資
格
等
を
予
め
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
合
せ
・
応
募
書
類
提
出
先

東
京
都
島
嶼
町
村
会（
東
京
都

島
し
ょ
町
村
職
員
合
同
採
用
試

験
事
務
局
）

住
所　

東
京
都
港
区
海
岸
１
ー

４
ー

15　
島
嶼
会
館
２
階

☎
０
３
ー
３
４
３
２
ー
４
９
６
１

HPhttps://tokyo-tosho.jp/

『
看
護
師
を
目
指
す
皆
さ
ま
へ
』

　
都
立
看
護
専
門
学
校
で
は
、
現

在
、
令
和
４
年
度
入
学
試
験
募
集

要
項（
看
護
学
科
３
年
課
程
）を
配

布
し
て
い
ま
す
。
都
立
看
護
専
門

学
校
の
受
験
資
格
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〇
一
般
入
学
試
験

学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
人（
令
和
４
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含

む
。）又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

〇
推
薦
入
学
試
験

以
下
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
学

校
長
が
責
任
を
も
っ
て
推
薦
で

き
る
人

①
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
令
和
４
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
人

②
在
学
校
で
の
成
績
が
一
定
基
準

を
満
た
す
人

③
卒
業
後
、
看
護
師
と
し
て
都
内

に
就
業
す
る
意
思
が
あ
る
人
で
、

合
格
し
た
場
合
は
、
入
学
す
る

こ
と
を
確
約
で
き
る
人

〇
社
会
人
入
学
試
験

①
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
人（
令
和
４
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含

む
。）又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

②
卒
業
後
、
看
護
師
と
し
て
都
内

に
就
業
す
る
意
思
が
あ
る
人
で
、

合
格
し
た
場
合
は
、
入
学
す
る

こ
と
を
確
約
で
き
る
人

③
満
25
歳
以
上（
令
和
４
年
４
月

１
日
現
在
）の
人

④
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア　

令
和
３
年
４
月
１
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
都
内
又
は
隣

接
４
県（
埼
玉
、
千
葉
、
神

奈
川
及
び
山
梨
県
）に
住
所

を
有
す
る
人

イ　

令
和
３
年
４
月
１
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
都
内
又
は
隣

接
４
県（
埼
玉
、
千
葉
、
神

奈
川
及
び
山
梨
県
）で
就
業

し
て
い
る
人

　
詳
細
は
、
以
下
の
各
都
立
看
護

専
門
学
校
又
は
東
京
都
福
祉
保
健

局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広　
尾 

☎
０
３（
３
４
４
３
）０
６
４
２

板　
橋 

☎
０
３（
５
９
４
３
）７
０
４
０

荏　
原 

☎
０
３（
３
７
２
７
）２
９
６
１

府　
中 

☎
０
４
２（
３
２
４
）６
４
１
１

北
多
摩 

☎
０
４
２（
５
６
７
）０
３
３
１

青　
梅 

☎
０
４
２
８（
３
１
）９
０
５
１

南
多
摩 

☎
０
４
２（
３
８
９
）６
６
０
１

（
所
管
）東
京
都
福
祉
保
健
局

　
　
　
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課

☎
０
３（
５
３
２
０
）４
４
４
２

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

https://w
w

w
.fukushihoken.m

etro.
tokyo.lg.jp/iryo/shikaku/kango/index.
htm

l

『
知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度
』

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：

　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
３
１
０
円（
令
和
３

年
10
月
か
ら
日
額
３
２
０
円
）

★
特
徴

〇
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

〇
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

〇
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

〇
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
電
子
申
請
で
の
納
付

も
可
能
で
す
。

〇
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

★
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ

の
お
願
い

・	

共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労

日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し

て
下
さ
い
。
電
子
申
請
方
式
の

場
合
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数

に
応
じ
て
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
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適
正
に
充
当
し
て
下
さ
い
。

・	「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」を

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建

設
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る

よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど

建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア

ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

 

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

 

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
や
、
40
年
の
納
付
済
期
間
が
な

い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受

給
で
き
な
い
場
合
な
ど
で
、
年
金

額
の
増
額
を
希
望
す
る
と
き
は
、

60
歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に
任
意

加
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
加

入
者
を
除
く
）

　
た
だ
し
、
申
出
の
あ
っ
た
月
か

ら
の
加
入
と
な
り
、
遡
っ
て
加
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
次
の
①
～
④
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
が
任
意
加
入
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保

険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月

（
40
年
）未
満
の
方

④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等

に
加
入
し
て
い
な
い
方

加
入
手
続
き
の
留
意
点

　

任
意
加
入
に
つ
い
て
は「
外
国

に
居
住
す
る
日
本
人
で
、
20
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
」を
除
き
、
保

険
料
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替

が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
方

の
任
意
加
入
の
申
し
込
み
窓
口
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町
村
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
と
な
り
ま

す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
も
の
は

年
金
手
帳
と
預
貯
金
通
帳
お
よ
び

金
融
機
関
へ
の
届
出
印
と
な
り
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
て
い

る
方

　
令
和
２
年
２
月
以
降
に
収
入
が

減
少
し
た
場
合
、
引
き
続
き
令
和

３
年
度（
令
和
３
年
７
月
～
令
和

４
年
６
月
ま
で
）以
降
も
国
民
年

金
保
険
料
の
臨
時
特
例
免
除
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
再
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
、
申
請
書
等
は
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

( https://w
w

w
.nenkin.go.jp

）に
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

  「「
五
島
五
島
を
つ
な
ぐ
～
支
庁
の
窓
～
」

を
つ
な
ぐ
～
支
庁
の
窓
～
」No.59

　
大
島
支
庁
港
湾
課
で
は
、
大
島
、
利

島
、
新
島
、
式
根
島
、
神
津
島
の
各
港

に
お
い
て
、
安
全
性
や
利
便
性
を
高
め

る
た
め
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
神
津
島
港

防
波
堤（
西
）整
備
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
本
事
業
は
、
島
の
玄
関
口
で

あ
る
神
津
島
港
の
就
航
率
向
上
を
図
る

た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
防
波
堤
の
建

設
を
ケ
ー
ソ
ン
式
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
３
函
目
ま
で
の
整
備
が
完

了
し
て
お
り
、
今
年
度
は
４
函
目
で

36
．４
ｍ
延
伸
さ
れ
ま
す
。
さ
る
７
月

14
日
、

東
京
港

で
前
年

度
製
作

し
た
ケ
ー
ソ
ン
を
船
で
２
日
弱
か
け
て

神
津
島
ま
で
運
び
、
沈
設
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
工
事
完
了
ま
で
、
港
を
利
用

さ
れ
る
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
港
湾
事
業
へ
の
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（ Ｂ Ｏ Ｄ ）

（ Ｃ Ｏ Ｄ ）

（ Ｓ Ｓ ）

大 腸 菌 群 数

水 質 分 析 項 目 神津島村放流水質 水質汚濁防止法排水基準

4化学的酸素要求量

浮 遊 物 質 量

神津島地区農業集落排水処理場放流水質分析結果【令和３年７月分】

1

生物化学的酸素要求量 ４０

４０

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

　上記の分析結果から水質汚濁防止法排水基準と比較すると数値が下まわっておりますので、
外部への影響及び海洋生物への影響はないと考えております。
　今後も引き続き放流水について分析を実施し、随時、村民の皆様へお知らせ致します。

10以下 個／㎤

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

ｍｇ／Ｉ

個／㎤
（日間平均）

2

3,000

８０
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☆
皮
膚
科
専
門
診
療
の
お
知
ら
せ

日
　
時

　
９
月
６
日

（月）
～
９
月
８
日

（水）

申
込
み

　
８
月
23
日

（月）
～
８
月
27
日

（金）

☆
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療
の	

お
知
ら
せ

日
　
時

　
９
月
30
日

（木）
～
10
月
１
日

（金）

申
込
み

　
９
月
13
日

（月）
～
９
月
17
日

（金）

　
各
種
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
☎
８
ー
０
０
１
０

☆
助
産
師
来
島
事
業

日
　
時

　
10
月
25
日

（月）
～
10
月
27
日

（水）

　
母
親
・
両
親
学
級
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
妊
婦
さ
ん
に
は
保
健
セ
ン

タ
ー
よ
り
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

＊
個
別
で
の
相
談
（
卒
乳
・
授
乳
）

は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
み

　
９
月
13
日

（月）
～
９
月
24
日

（金）

申
込
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
８
ー
０
０
１
０

＊
来
所
時
間
は
申
し
込
み
後
に
調
整

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
運
動
教
室
の
ご
紹
介

　
理
学
療
法
士
に
よ
る
健
康
運
動
教

室
を
定
期
的
に
生
き
が
い
健
康
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
を
中
心
に

行
い
ま
す
。
健
康
増
進
の
た
め
に
良

か
っ
た
ら
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

☆
活
動
量
計
を
使
っ
て	

み
ま
せ
ん
か
？

　
１
日
に
何
歩
歩
い
て
い
ま
す
か
？

健
康
維
持
の
た
め
に
は
１
日

８
０
０
０
歩
以
上
、
速
歩
き
20
分
以

上
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
速

歩
き
歩
数
を
計
測
で
き
る
活
動
量
計

を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
保

健
セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
士
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

●保健センター ☎8-0010  ●診療所　　 ☎8-1121
●診療所歯科　 ☎8-1361  ●保健所支所 ☎8-0880

 2021年9月

日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容

1 水 幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後のフォロー健診

2 木 乳幼児健診 保健センター 診察、計測、育児栄養相談

3 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制８月２０日締切）

16 木 ６，７ヶ月、９，１０ヶ月児健診 診療所 診察、計測、栄養相談

17 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制９月３日締切）

 2021年10月

日付 曜日 行事名 会　　　場 内　　　　　容

1 金 予防接種日 診療所 乳幼児予防接種（予約制９月１７日締切）

6 水 幼児歯科相談 保健センター １才６ヶ月、３才児健診後のフォロー健診

7 木 乳幼児健診 保健センター 診察、計測、育児栄養相談

＊理学療法士の運動教室については月 3 ～ 4 回の開催予定です。詳しくは文字放送をご覧ください。
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【
み
ん
な
の
広
場
】

〈
季
節
の
歌
〉

〈今月の一押し！〉アマツバメ
アマツバメ目アマツバメ科　　全長　20cm　　　夏鳥 
撮影日時：2020年4月12日　撮影場所：三浦湾展望台

　普通のツバメはスズメ目ツバメ科ですが、アマツバメはアマツバメ目アマ
ツバメ科で種類が違います。家屋等に巣作りする普通のツバメより一回り
大きくて長い翼をもち空中生活に適応しています。
　図鑑などには、子育て以外はほとんどのことを行い、空中に浮遊するハエ
や蚊などを食べています。特に梅雨時期や初夏に巣別れするシロアリの羽
蟻などが出ると群れになって捕らえて食べる様子を目にします。
　高山や岸壁の裂け目などで営巣します。漁師さんに聞いた話では祇苗島
の洞窟に集団営巣しているそうですがまだ見た事はありません。

桜井　基計

『 

日ひ

照で

り
草そ
う

　
庭に
わ
を
狭せ
ま
し
と
　
咲さ

き
盛さ
か
る

日ひ
ご
と毎
声こ
え

掛か

け
　
元げ
ん
き気
を
貰も
ら
う 

』

『 

露つ
ゆ
の
玉た
ま

　
射さ

し
込こ

め
る
陽ひ

に
　
燿
か
が
よふ
て

　
里さ
と
い
も芋
の
葉は

を
　
揺ゆ

ら
す
秋あ
き
か
ぜ風 
』

清
水　
幸
枝

『 

高た
か
ど
こ
ろ
処
　
山や
ま
か
ら
三み
か
づ
き
日
月
　
上の
ぼ
り
き
て

　
身み

動う
ご
き
も
せ
ず
　
じ
っ
と
見み

て
い
る 

』

『 

群ぐ
ん
じ
ょ
う
青
の
　
海う
み
が
見み

た
く
て
　
海う
み
に
来き

ぬ

　
願ね
が
え
ば
叶か
な
う
　
小ち

さ
き
幸
し
あ
わせ 

』

神
津　
島
雄

※
四
季
の
歌
を
詠
ん
で
頂
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
役
場
広
報
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
　
随
　
想
　
】

村
　
長
　
前
田
　
　
弘

《
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
》

　
開
催
中
止
や
延
期
が
叫
ば
れ
る
中
、
七
月

二
十
三
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
、
第
二
回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

　
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
今
大
会
日
本
人
第

一
号
金
メ
ダ
ル
と
な
っ
た
柔
道
男
子
六
十
㎏

級
高
藤
選
手
を
皮
切
り
に
、
男
子
・
女
子
柔

道
と
も
連
日
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
ま
し

た
。（
私
も
小
学
六
年
生
か
ら
高
校
卒
業
ま

で
、
継
続
し
て
柔
道
を
や
っ
て
い
た
関
係
か

ら
、
特
に
日
本
柔
道
に
関
心
を
持
っ
て
観
て

い
ま
し
た
。）

　
ま
た
そ
の
他
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
サ
ー

フ
ィ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の

新
種
目
競
技
に
お
い
て
若
者
の
活
躍
が
報
道

さ
れ
、
日
本
の
金
メ
ダ
ル
最
年
少
獲
得
も

二
十
九
年
振
り
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
：
西に

し
や矢

椛も
み
じ

選
手
・

十
三
歳
十
ヵ
月
）

　
こ
れ
ら
の
新
種
目
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

と
し
て
正
式
に
加
わ
り
、
若
者
世
代
の
活
躍

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

益
々
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
競
技
人

口
も
増
え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

《
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
》

　
一
方
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
の
日
を
追
う
ご
と
に
急
増
し
、
中
等

症
以
上
の
患
者
も
入
院
出
来
な
い
よ
う
な
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
者
の
八
十
％
以
上
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
行
き
渡
っ
て
い
な
い
十
代
の
若
者
か
ら

五
十
代
ま
で
の
若
年
層
・
中
年
層
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
変
異
型
の
デ
ル
タ
株

は
感
染
力
が
強
く
若
者
も
重
症
化
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
我
が
神
津
島
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
対
象
と
な
る
十
二
歳
以
上
の
希
望

者
へ
の
集
団
接
種
は
八
月
中
に
完
了
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
体
調
や
日
程
の
関
係
で
接
種
出
来

な
か
っ
た
方
、
ま
た
今
後
新
た
に
接
種
対
象

と
な
ら
れ
る
方
等
、
滞
る
こ
と
の
無
い
よ
う

他
の
島
嶼
町
村
と
連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
機
会
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

クロアゲハ蝶とクサギ !?
…シマクサギ !?

撮影場所：農道さいん原線終点



日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

	
▲

小学校「始業式」
「引渡訓練」

	
▲

中学校「始業式」
「避難訓練」 
「集団下校」

	
▲

高校「始業式」 
「避難訓練」

	
▲

幼児歯科相談

	
▲

高校「実力テスト」

	
▲

乳幼児健診

	
▲

予防接種日

	
▲

第３回定例会 	
▲

中学校「PTA運営
委員会」

	
▲

小学校 
「土曜授業日」

	
▲

小学校 
「音楽鑑賞教室」

	
▲

６，７ヶ月、 
９，１０ヶ月児健診

	
▲

中学校 
「シーサンドフェス
ティバル」（１年生） 

「生徒会役員選挙」
「立ち会い演説会 
・投票」

	
▲

予防接種日

	
▲

渚の花火大会

	
▲

中学校 
「土曜授業日」 
「学校運営連絡協
議会」

敬老の日 秋分の日

	
▲

中学校「運動会」

29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

　

賛
否
両
論
の
中
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
８
月
８
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。日
本
の

メ
ダ
ル
獲
得
数
は
史
上
最
多
を
大
き
く
更
新
し

ま
し
た
。私
も
手
に
汗
を
握
る
思
い
で
観
戦
し
ま

し
た
。し
か
し
、一方
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
は
爆
発
的
に
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。緊
急

事
態
宣
言
下
、村
内
に
は
来
島
者
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
来
島
者
で
賑
わ
っ
て
欲
し

い
と
思
う
気
持
ち
と
感
染
拡
大
す
る
こ
と
へ
の
不

安
と
複
雑
な
心
境
で
す
。こ
れ
か
ら
運
動
会
シ
ー

ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
が
、昨
年
同
様
、今
年
の
運

動
会
が
無
事
、開
催
さ
れ
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う

に
盛
り
上
が
る
様
子
を
広
報
誌
で
お
伝
え
で
き
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。  

編
集
担
当
よ
り

2021　September

 ◆地デジ３チャンネルでは『神津テレビ』と『文字放送』を
　 放送しています。
 　・神津テレビ（島の話題・ニュース等）

通常放送：平日午後７時３０分から（翌日午前７時３０分から前日の
再放送）、再放送（その週放送の全番組）：土日午後７時３０分から

（翌日朝の再放送はなし） 
　・文字放送（相場情報・お知らせ等）
　　　　　　　　　　　　…毎日、神津テレビ放映時間を除く終日
 
 ◆神津テレビでは、皆様からの情報をお待ちしております。
 　番組のリクエストやご意見など、お気軽にご連絡ください。

 　　　　　　　　　　情報通信課　情報通信係　☎８−0011

神津テレビからのお知らせ編
集
後
記

令和３年 村民カレンダー村民カレンダー

※ 黒字・・・村行事等（公共機関含む）　　青字・・・学校行事　　緑字・・・保健センター行事（詳しくは保健カレンダー）

9        個人住民税
  PRキャラクター

    「ぜいきりん」

～税金等の納付は口座振替で～　村税等の納付は口座振替が便利です!!

10月の主な行事予定 
1 ㈮ 予防接種日

2 ㈯ 保育園「運動会」

6 ㈬ 幼児歯科相談

7 ㈭ 乳幼児健診

8 ㈮ 中学校「PTA運営委員会」、高校「学校説明会」

9 ㈯ 小学校「運動会」、高校「サタデー神チャレ」

8

広
報
こ
う
づ

～9月の税目～
納期限	 ９月30日（木）　　
税　目	 国民健康保険税　第4期


